
高齢者施設の
感染防止対策研修

～オンライン研修～

主催：熊本県

実施：一般社団法人熊本県介護福祉士会

18:00～開始-熊本県より
18:10～「施設における感

染管理」-取り
組み事例の紹介-

19:00～グループディス
カッション

19:20～まとめ
19:30～終了

開始前のお願い

・ご自分の名前表記を視聴ナンバーに変更してください
・ご自分の顔が映るようカメラはオンにしてください
・視聴中はミュート、グループディスカッションの時は
ミュートを解除してください（マイクのマークで操作）
・グループディスカッションは自動で振り分けられます
・スムーズな運営にご協力をお願いいたします



高齢者施設での
クラスター防止対策

チェックリストによる自己点検

感染防止対策の動画の配信

専門家による個別研修・相談対応
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事業所番号

チェック欄
✔

【入所系】高齢者施設等における施設・事業所内感染対策のための自己点検チェックリスト

施設所在市町村名

施設名

電話番号

施設類型

担当者名

項　　　　目

２）感染症対応力向上

手指消毒の励行、定期的な換気を行っている

職員の日々の健康管理を行っている

入所者の日々の健康管理を行っている

防護具の着脱方法の確認を行った

サービスの提供に当たり日々清掃するなど環境整備を行っている

施設入所者と他のサービス（通所等）利用者の動線が交わらないようにしている

感染防止対策のため入所系職員と訪問・通所系職員との兼務を無くした又は減らした

入所系職員と訪問・通所系職員の休憩室の利用等を時間帯で分離するなど工夫している

１）職員の感染防止に関する意識の徹底

施設外（休日等）においても三密を避けるなどの行動を取っている

職員の休憩時間をずらすなど、食事中のマスクが無い状態での接触を減らす工夫をしている
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最新版の入所者名簿（認知症高齢者の日常生活自立度等を含む）及び配置図がある

最新版の職員名簿及び組織図がある

最新版の出入り業者のリストがある

感染対策に係る関係者の連絡先を確認している

３）物資（マスク、ガウン、手袋、消毒液等）の確保

在庫量と使用量・必要量を確認した

７）面会

面会希望者にオンラインによる面会等を実施している

感染者・濃厚接触者への対応等を踏まえた必要量の想定を行っている

４）関係者（診療・検査医療機関、県・市町村の所管課等）の連絡先の確認

感染者発生時の対応方針について協力医療機関等と共有している

５）感染者発生時のシミュレーション

個室管理、生活空間の区分けの検討を行った

勤務体制の変更、人員確保の検討を行った

検体採取場所の検討を行った

６）情報共有

感染者発生防止対策及び発生時の対応方針について入所者、家族と共有している
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〇 × 〇割合
1 961 8 99.2%
2 964 5 99.5%
3 960 9 99.1%
4 957 12 98.8%
5 770 199 79.5%
6 サービスの提供に当たり日々清掃するなど環境整備を行っている 955 14 98.6%
7 782 187 80.7%
8 感染防止対策のため入所系職員と訪問・通所系職員との兼務を無くした又は減らした 710 259 73.3%
9 入所系職員と訪問・通所系職員の休憩室の利用等を時間帯で分離するなど工夫している 842 127 86.9%
10 942 27 97.2%
11 857 112 88.4%
12 941 28 97.1%
13 871 98 89.9%
14 758 211 78.2%
15 745 224 76.9%
16 最新版の入所者名簿（認知症高齢者の日常生活自立度等を含む）及び配置図がある 862 107 89.0%
17 933 36 96.3%
18 770 199 79.5%
19 感染者発生防止対策及び発生時の対応方針について入所者、家族と共有している 700 269 72.2%
20 感染者発生時の対応方針について協力医療機関等と共有している 813 156 83.9%
21 581 388 60.0%

質問項目

施設入所者と他のサービス（通所等）利用者の動線が交わらないようにしている

在庫量と使用量・必要量を確認した
感染者・濃厚接触者への対応等を踏まえた必要量の想定を行っている

勤務体制の変更、人員確保の検討を行った

面会希望者にオンラインによる面会等を実施している

最新版の職員名簿及び組織図がある
最新版の出入り業者のリストがある

検体採取場所の検討を行った

個室管理、生活空間の区分けの検討を行った
感染対策に係る関係者の連絡先を確認している

回答結果

自己点検チェックリスト（入所系）の結果について R3.1.19 高齢者支援課

施設外（休日等）においても三密を避けるなどの行動を取っている
手指消毒の励行、定期的な換気を行っている
職員の日々の健康管理を行っている
入所者の日々の健康管理を行っている
防護具の着脱方法の確認を行った
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〇 × 〇割合
1 804 4 99.5%
2 802 6 99.3%
3 799 9 98.9%
4 782 26 96.8%
5 546 262 67.6%
6 804 4 99.5%
7 589 219 72.9%
8 692 116 85.6%
9 743 65 92.0%
10 773 35 95.7%
11 699 109 86.5%
12 779 29 96.4%
13 611 197 75.6%
14 719 89 89.0%
15 782 26 96.8%
16 587 221 72.6%
17 感染者発生防止対策及び発生時の対応方針について利用者、家族と共有している 644 164 79.7%
18 540 268 66.8%

最新版の利用者名簿（認知症高齢者の日常生活自立度等を含む）がある

最新版の出入り業者のリストがある

サービスの提供に当たり日々清掃するなど環境整備を行っている

感染者発生時の対応方針について協力医療機関、主治医等と共有している

他のサービス職員（訪問等）との休憩室の利用等を時間帯で分離するなど工夫している
職員の休憩時間をずらすなど、食事中のマスクがない状態での接触を減らす工夫をしている

感染者・濃厚接触者への対応等を踏まえた必要量の想定を行っている
感染対策に係る関係者の連絡先を確認している
勤務体制の変更、人員確保の検討を行った

最新版の職員名簿及び組織図がある

手指消毒の励行、定期的な換気を行っている
職員の日々の健康管理を行っている
利用者（可能であれば同居家族）の日々の健康管理を行っている
防護具の着脱方法の確認を行った

感染防止対策のため他のサービスの職員（訪問等）との兼務を無くした又は減らした

在庫量と使用量・必要量を確認した

自己点検チェックリスト（通所系）の結果について R3.1.19 高齢者支援課

質問項目
回答結果

事業所外（休日等）においても三密を避けるなどの行動を取っている
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〇 × 〇割合
1 949 10 99.0%
2 947 12 98.7%
3 946 13 98.6%
4 855 104 89.2%
5 694 265 72.4%
6 935 24 97.5%
7 691 268 72.1%
8 815 144 85.0%
9 869 90 90.6%
10 905 54 94.4%
11 832 127 86.8%
12 896 63 93.4%
13 704 255 73.4%
14 最新版の利用者名簿（認知症高齢者の日常生活自立度等を含む）がある 824 135 85.9%
15 913 46 95.2%
16 645 314 67.3%
17 感染者発生防止対策及び発生時の対応方針について利用者、家族と共有している 724 235 75.5%
18 648 311 67.6%

最新版の職員名簿及び組織図がある
最新版の出入り業者のリストがある

感染者発生時の対応方針について協力医療機関、主治医等と共有している

他のサービス職員（通所等）との休憩室の利用等を時間帯で分離するなど工夫している
職員の休憩時間をずらすなど、食事中のマスクがない状態での接触を減らす工夫をしている
在庫量と使用量・必要量を確認した
感染者・濃厚接触者への対応等を踏まえた必要量の想定を行っている
感染対策に係る関係者の連絡先を確認している
勤務体制の変更、人員確保の検討を行った

手指消毒の励行、定期的な換気を行っている
職員の日々の健康管理を行っている
利用者（可能であれば同居家族）の日々の健康管理を行っている
防護具の着脱方法の確認を行った
サービスの提供に当たり日々清掃するなど環境整備を行っている
感染防止対策のため他のサービスの職員（通所等）との兼務を無くした又は減らした

自己点検チェックリスト（訪問系）の結果について R3.1.19 高齢者支援課

質問項目
回答結果

事業所外（休日等）においても三密を避けるなどの行動を取っている
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高齢者施設の
感染防止対策研修

「施設における感染管理」-取り組み事例の紹介-

一般社団法人熊本県介護福祉士会

会長 石本淳也



介護現場を守ることは社会を守ること

•医療と介護は隣り合わせ、医療も介護も崩壊させられない

•要支援、要介護の認定者数は700万人弱

•介護現場があればこそ社会は成り立っている→介護現場に安
心して家族を委ねることが出来なければ、国民は仕事や学業
に専念できない

•戦う相手は新型コロナだけではなく、他の感染症や自然災害
をはじめ、様々なリスクに備えることが必要→たゆまぬ努力
をしながら、利用者の「笑顔」「安心」「幸せ」を守る
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新しい生活様式を取り入れた「当たり前」を実践する

• 3密（密閉・密接・密集）回避は「当たり前」

• 基本的な体調管理、栄養管理は「当たり前」

• 手洗い、消毒、マスク着用など基本対策は「当たり前」

• 万が一に備えた準備は「当たり前」

個別ケアの重視、濃厚にならない接触(15分内ルール)、休憩はバラバラ、リモートの活用など

こまめな検温、こまめな状態観察、食事のバランスなど

スタンダードプリコーションの徹底、1ケア1消毒の徹底など

制度改正、ｸﾗｽﾀｰを想定した備え、応援派遣体制の準備など
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県
（又は

熊本市）

高齢者施設でのクラスター発生時における応援職員派遣体制の構築

事業実施に係る前提条件

クラスター発生施設

感染なし

同一法人内の別施設

職員を調整
応援職員を派遣

人材バンク登録者

登録者※クラスター終息まで、①同一法人内からの職員派遣と②他施設からの 応援派遣の
組み合わせにより対応

登録者

① 同一法人内からの職員派
遣

② 他施設からの応援派遣

高齢者施設で
クラスター発生

同一法人内から
職員を派遣しても
なお職員が不足

【県（又は熊本市）による

費用の助成】

●ＰＣＲ検査費用
●旅費、宿泊費
●損害賠償保険の加入費

等

【県による備蓄・配布】

●防護服
●ゴーグル
●フェイスシールド
●手袋 等

【県による派遣前研修】

●登録者への派遣前研修
（防護服の着脱等）の
実施
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他施設から応援職員を派遣する場合の従事場所

●保健所やＤＭＡＴ等による施設内ゾーニングの実施
（例：１階グリーンゾーン、２階レッドゾーンなど）

● 同一法人内から職員を派遣してもなお、職員が不足

応援職員派遣前の状況

応援職員の従事場所は
３パターン

（１）クラスター発生施設等と
同一法人が運営する別施設への派遣

①グリーンゾーン

2F レッドゾーン

1F グリーンゾーン

応援職員

感染者が発生 2F レッドゾーン

応援職員

応援職員派遣
※１~２週間の派遣を想定

1F グリーンゾーン

高齢者施設で
クラスター発生

（２）クラスター発生施設への派遣

②レッドゾーン

施設内のゾーニング

※ 他法人の職員が応援
（今回の照会対象はこちらです）

●他法人への応援派遣が可能かをお尋ねします。

●従事場所ごとに派遣可能な職員の方を調査しま

す。

感染者なし

同一法人の
職員が支援
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グループホーム カムさぁ
所長 前田 晃子



放課後等デイサービス 事務所

グループホーム
共用デイサービス 事務所

グループホーム
共用デイサービス 相談室
放課後等デイサービス
居宅介護支援事業所

放課後等デイサービス
居宅介護支援事業所 共有玄関 ＊放課後等デイサービス１日１０人

＊グループホーム１ユニット９人
＊共用デイサービス１日３人

居宅介護支援事業所

カムさぁ事業説明

＊２階居宅介護支援事業所事務所
ケアマネ６名

グループホーム
共用デイサービス 玄関
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１M４０CM

３M４０CM

３M７０CM

個室

７M

２M８０CM

リビング

３M９０CM

５M
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リクライニン
グソファー

テ
レ
ビ

PC

ソファー

テレビ

リクライニン
グソファー

１名個室へ
要介護５

PCノートパソコンへ変更

テーブル

入居者

通所者



＊職員の健康管理（体温測定）
＊片付けを行い生活空間を広くする
＊リハビリ強化リハ内容見直し
＊サーキュレーターの活用
＊常時換気
＊テレビの場所
＊アルコールポーチの携帯
＊車両毎の携帯用アルコール・非接触
型の体温計バック
＊車両消毒済み表示
＊消毒・清掃係を毎日決める等
＊フェイスシールドの活用

＊各種感染防護具の購入
＊ガラス越し面会の導線づくり
＊消毒できるテーブル、椅子の買換え
＊非接触型の体温計
＊防護具のセット作成
＊食器乾燥機購入
＊カップホルダー、ペーパーホルダー購入
＊アクリル板の購入

＊感染対策委員会の開催（毎日～２週間）
＊新型コロナウイルス感染拡大防止研修会
＊体調不良時に休みやすい職場環境づくり
＊各事業所の課題共有、感染対策共有
＊Wi-Fi設置
＊デスクトップパソコン⇒ノートパソコン
＊研修形態の変更QRコードを用いた動画
研修会
＊ZOOM・Skypeによるオンライン面会
＊事業所間職員移動の制限
＊ラインの活用
＊職員用ポータルサイトの活用
＊介護用リフト・スライディングボード等
の導入・研修
＊感染委員会（各種マニュアルの作成）
＊感染対策備品庫作成

包括支援金の活用職員教育・業務の見直し法人連携・情報共有



県の判断基 対策の考え方・方向性 想定状況

レベル５
厳戒警報

県内で
①新規感染者１５０名以上かつ
②病床使用率２５％以上等

・重症者、ハイリスク者の救命を最優先とした入院調整。
・大規模クラスターや感染拡大の確実な封じ込めのため
の体制整備、検査実施等。
・メリハリを利かせた接触機会の軽減のため、強い制限
を要請。

複数の大規模
クラスターの
発生

レベル４
特別警報

県内で
①新規感染者５０名以上かつ
②リンク無し感染者２５名以上

・地域でのクラスター発生及びクラスター連鎖の予防の
ため、保健所への人的支援及び幅広な検査、原因施設へ
の指導等を行う。
・メリハリを利かせ、これまでクラスターが発生した施
設等から順に感染拡大防止対策の強化を要請。

感染の更なる
拡大と、クラ
スターの散発
／連鎖

レベル３
警報

県内で
①新規感染者３０名以上又は
②リンク無し感染者１５名以上

・地域でのクラスター発生を予防するため、感染増加の
原因に着目
し、優先順位を付け、特にハイリスクなところから感染
防止対策の強化を図る。

感染の拡大と、
小規模クラス
ターの発生

レベル２
警戒

県内で
①新規感染者が発生かつ
②レベル３に該当しない場合

・新しい生活様式や、基本的な感染防止対策の徹底を啓
発

レベル１
注意

①国内で新規感染者が発生かつ
②県内では新規感染者が未発生

レベル０ 国内で新規感染者が確認されていない ・日常的な対策を啓発
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県の判断基 対策の考え方・方向性 想定状況

レベル５
厳戒警報

県内で
①新規感染者１５０名以上かつ
②病床使用率２５％以上等

・重症者、ハイリスク者の救命を最優先とした入
院調整。
・大規模クラスターや感染拡大の確実な封じ込め
のための体制整備、検査実施等。
・メリハリを利かせた接触機会の軽減のため、強
い制限を要請。

複数の大規
模クラス
ターの発生

レベル４
特別警報

県内で
①新規感染者５０名以上かつ
②リンク無し感染者２５名以上

・地域でのクラスター発生及びクラスター連鎖の
予防のため、保健所への人的支援及び幅広な検査、
原因施設への指導等を行う。
・メリハリを利かせ、これまでクラスターが発生
した施設等から順に感染拡大防止対策の強化を要
請。

感染の更な
る拡大と、
クラスター
の散発／連
鎖

レベル３
警報

県内で
①新規感染者３０名以上又は
②リンク無し感染者１５名以上

・地域でのクラスター発生を予防するため、感染
増加の原因に着目し、優先順位を付け、特にハイ
リスクなところから感染防止対策の強化を図る。

感染の拡大
と、小規模
クラスター
の発生

レベル２
警戒

県内で
①新規感染者が発生かつ
②レベル３に該当しない場合

・新しい生活様式や、基本的な感染防止対策の徹
底を啓発

レベル１
注意

①国内で新規感染者が発生かつ
②県内では新規感染者が未発生

レベル０
国内で新規感染者が確認されてい
ない

・日常的な対策を啓発

大規模
クラスター

クラスター
発生

スタンダー
ド
プリ

コーション



リスクレベル 対策の考え方・方向性 法人及び感染対策委員会 職員感染対策
入居者・利用者感

染対策

レベル２
警戒

・新しい生活様式や、基本
的な感染防止対策の徹底を
啓発

●新型インフルエンザ感
染拡大防止文書の玄関掲
示

●（共）検温１回（出勤後）
●（共）飛沫感染注意→食事等へ職員の唾液が飛沫し
ないように食事介助方法の工夫
●（共）事業所の換気（２時間に１回実施）
●（在）高齢者単身世帯リスト・夫婦世帯、要援護者
リストの定期的な見直し
●（共）送迎時の換気の実施（エアコン外気設定）

●外出時のマ
スク着用

レベル１
注意

●新型インフルエンザ感
染拡大防止文書の玄関掲
示
●玄関での外来者検温
●玄関にアルコール消毒
設置

●（共）勤務時マスク着用（咳・くしゃみエチケッ
ト）
●（共）手洗い、うがい強化
●（共）３密を避ける行動

●３密を避け
る行動

レベル０

・日常的な対策を啓発 ●平常時の感染対策の実施により日常ケアによる感染を防止する（スタンダードプ
リコ―ション）
●感染対策委員会月（月１回開催）
●感染対策委員会による備蓄点検（２ヶ月１回）
●新しい生活様式の定着
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リスクレベル 対策の考え方・方向性 法人及び感染対策委員会 職員感染対策
入居者・利
用者感染対
策

レベル５
厳戒警報

・重症者、ハイリスク者の救命を最優先
とした入院調整。
・大規模クラスターや感染拡大の確実な
封じ込めのための体制整備、検査実施等。
・メリハリを利かせた接触機会の軽減の
ため、強い制限を要請。

●面会制限の実施（中止）
●面会制限の実施

レベル４
特別警報

・地域でのクラスター発生及びクラス
ター連鎖の予防のため、保健所への人的
支援及び幅広な検査、原因施設への指導
等を行う。
・メリハリを利かせ、これまでクラス
ターが発生した施設等から順に感染拡大
防止対策の強化を要請。

●事業所内ゾーニングの実施
●職員への行動自粛に伴う文書配
布

●（共）不要・不急の外出自粛
●（共）職員の各事業所への不要不急の入り禁止
●（共）職員・家族の発熱時自宅待機
●（共）感染防護具の適切な使用
●（共）検温２回（出勤後・退勤時）
●（共）陽性者・濃厚接触者リスト作成（リーダー担当）
●（研修委員会）PPE脱着研修（個人防護具）

●（共）利用
者・入居者事
業所単位の導
線検討

レベル３
警報

・地域でのクラスター発生を予防するた
め、感染増加の原因に着目し、優先順位
を付け、特にハイリスクなところから感
染防止対策の強化を図る。

●感染状況に合わせた感染対策委員会
の開催（法人主導状況で週１回もしく
は適宜開催）
●面会制限の実施
●ご家族・関係機関へ面会制限に関す
る文書の通知
●通所系・訪問系事業所の利用者発熱
時のサービス提供制限文書の通知
●ＭＭの中止（共有内ＭＭに変更）
●施設内研修変更（文書、YouTube等
に変更）
●各事業所間の職員出入り制限
●玄関での外来者検温
●職員が休みやすい環境整備、特休取
得の期限等の取決めや周知
●１０人以上の会議自粛⇒Web会議の
推進
●職員への行動履歴記録の推奨を発信
●クラスター発生に向けたシュミレー
ション

●（共）発熱時（Ｔ３７．５、体調不良等）自宅待機
●（入）Web面会準備・実施
●（在）利用者・家族の発熱対応
●（共）マスク着用推進
●（共）職員が各事業所へ不要不急の入りを自粛
●（職）就業前の検温
●（共）車の消毒
●（共）配食方法を非対面に変更
●（共）県外への外出時、所属長へ相談
●（共）接触感染注意→共有接触（トイレ・洗面所・テーブル・椅子・公用車・バイク・台車・
ドアノブ・手すり・スイッチ・電話・キーボード等）のアルコールもしくは次亜塩素酸による消
毒実施
●（共）事業所内換気（常時実施）
●（共）緊急時や発熱者対応時のPPE（個人防護具の着用）
●（共）飛沫感染注意→食事等の準備フェイスシールド着用
●（共）１５分以内のケア推奨（濃厚接触者にならないケアの実施）
●（共）密にならない休憩所の使用
●（訪・通）利用者の発熱・体調不良者への対応・受診推奨・サービス提供検
●（入）発熱時、主治医相談、血液検査による炎症反応の確認後、対応検討
●（共）職員個人の行動履歴を記録（発生時の活用）
●（共）健康観察記録・濃厚接触者リスト・職員検温表の活用⇒共有⇒委員会⇒感染委員会⇒新
型コロナ⇒書式（エクセル）
●（共）共有タオル等の中止⇒個人タオル、ペーパータオルへ変更
●（共）感染者発生時の対応再確認⇒その２参照
●（研修委員会）感染拡大予防研修

●（入）緊急
時以外外出自
粛
●（入）Web
面会
●（共）室内
マスク着用
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発生場所 内容 誰が 実施内容

〇リデルホーム黒髪
〇リデルホーム龍田
〇ライトホーム
〇コムーネ黒髪
〇カムさぁ
〇黒髪の家

〇発生を熊本市へ状況報告
〇外部行政機関への対応

〇施設長
〇副施設長
〇管理者

〇発生を熊本市へ状況報告書作成
〇不潔・清潔区域分けを明確化
〇家族への情報提供等
〇職員の健康管理
〇外部滞在部屋の確保

〇各事業所部長 〇事故報告書作成
〇不潔・清潔区域の表示掲示

〇濃厚接触等が疑われる職員に係る適切な対応実施
〇必要備品の調達
〇地域住民への情報提供等

〇事務長

〇濃厚接触が疑われる利用者・職員の特定
〇シフト調整
〇他事業所から応援体制の調整

〇各事業所課長・課長補
佐・係長
〇主任リーダー
〇リーダー

〇濃厚接触者について参照
〇濃厚接触者リスト作成
〇健康観察票作成

〇利用停止等の措置及び臨時休業の判断について
〇地域住民や家族への情報提供等の判断について

〇理事長

〇医療面・治療面・専門知識の提供 〇嘱託医
〇主治医

〇濃厚接触が疑われる利用者係る適切な対応実施
〇疑い及び発生事業所の消毒・清掃・換気
〇個室対応
〇標準予防策（スタンダード・プリコ―ション）の実施
〇他入居者への感染防止対策をしながら介護の提供

〇看護師
〇介護職員

〇保健所の指示に従い実施
〇ガウンテクニック

〇食事の確保 〇栄養士

新型コロナウイルス感染 入所編
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発生場所 内容 誰が 実施内容

〇浄行寺
〇コムーネ黒髪
〇ユーカリ苑
〇ヘルパー
〇居宅黒髪
〇居宅龍田
〇共用デイカムさぁ
〇放課後等デイカムさぁ

〇発生を熊本市へ状況報告
〇外部行政機関への対応

〇管理者

〇発生を熊本市へ状況報告書作成
〇不潔・清潔区域分けを明確化
〇家族への情報提供等
〇職員の健康管理
〇外部滞在部屋の確保

〇各事業所部長 〇事故報告書作成
〇不潔・清潔区域の表
示掲示

〇濃厚接触等が疑われる職員に係る適切な対応実施
〇必要備品の調達
〇地域住民への情報提供等

〇事務長

〇濃厚接触が疑われる利用者・職員の特定
〇シフト調整
〇他事業所から応援体制の調整
〇各事業所へ応援職員の手配

〇各事業所課長・課長
補佐・係長
〇主任リーダー
〇リーダー

〇濃厚接触者について
参照
〇濃厚接触者リスト作
成
〇健康観察票作成

〇利用停止等の措置及び臨時休業の判断について
〇地域住民や家族への情報提供等の判断について

〇理事長

〇医療面・治療面・専門知識の提供 〇主治医

〇濃厚接触が疑われる利用者係る適切な対応実施
〇疑い及び発生事業所の消毒・清掃・換気
〇標準予防策（スタンダード・プリコ―ション）の実施

〇看護師
〇介護職員

〇保健所の指示に従い
実施
〇ガウンテクニック

〇他利用者の生活支援及びサービス内容の調整 〇職員の確保 〇保健所・熊本市の指
示に従い実施

新型コロナウイルス感染 通所編
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